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高
山
君
の
「
美
的
生
活
論
」
を
一
読
せ
る
吾
等
は
、
不
覚
拍
案
快
哉
を
呼
び
、

心
窃
か
に
以
為





ら
く
。
こ
れ
実
に
空
谷
の
跫
音
也
、
現
代
の
文
士
は
両
手
を
挙

げ
て
之
を
賛
す
べ
し
と
、
然
れ
ど
も
事
実
は
此
の
如
く
な
ら
ざ
り
き
。
こ
れ
そ

も
〳
〵
何
の
故
ぞ
。

吾
等
は
吾
国
批
評
家
の
文
を
読
む
ご
と
に
、
そ
の
論
難
の
多
く
は
、
語
の
概
念

の
争
に
止
ま
り
、
議
論
の
大
体
に
通
ず
る
こ
と
少
な
き
を
歎
ぜ
ざ
る
能
は
ず
。

漫

に

自
己
の
心
を
以
て
他
人
を
忖
度
し
揣
摩
臆
測
を
以
て
無
用
の
文
字
を
重
ね
、

恰
か
も
群
盲
の
鼎
を
評
す
る
が
如
き
観
あ
る
は
、
実
に
今
の
批
評
家
の
通
弊
に

非
ず
や
。

吾
等
の
見
る
所
を
以
て
せ
ば
、
高
山
君
の
「
美
的
生
活
論
」
は
、
明
か
に
ニ
イ

チ
エ
の
説
に
そ
の
根
拠
を
有
す
。
さ
れ
ば
ニ
イ
チ
エ
が
学
説
の
一
斑
に
通
ず
る

も
の
に
非
ず
ん
ば
、
到
底
そ
の
本
意
を
解
し
難
し
、
況
ん
や
そ
の
妙
味
を
や
。

高
山
君
曰
く
、
人
生
の
幸
福
は
本
能
の
満
足
に
あ
り
、
本
能
と
は
人
性
本
然
の

要
求
是
也
と
。

ニ﹅
イ﹅
チ﹅
エ﹅
と
い
ふ
文
字
を
用
ゐ
る
を
好
ま
ざ
り
き
。
然
れ
ど
も
彼
も
亦
高
山
君

と
同
じ
く
、
本
能
を
以
て
そ
の
人
生
観
の
基
礎
と
な
せ
り
。
然
ら
ば
則
ち
本
能

と
は
何
ぞ
や
、
ニ﹅
イ﹅
チ﹅
エ﹅
な
り
。
（InstinktderFreiheit

）
彼
が
道
徳
に
反
抗

し
、
法
律
を
無
視
し
、
社
会
の
制
度
を
侮
蔑
せ
る
は
、
一
に
唯
か
の
自
由
の
本

能
の
発
達
を
冀




ふ

が
為
の
み
。

高
山
君
は
自﹅
由﹅
の
語
を
放
た
ざ
り
き
。
然
れ
ど
も
、
そ
の
所
謂
本
能
は
自﹅
由﹅
の﹅

本﹅
能﹅
な
る
こ
と
は
、
ま
た
疑
を
容
る
ゝ
を
要
せ
ざ
る
な
り
。
何
が
故
に
善
徳
を

修
め
智
識
を
研
く
よ
り
も
、
一
盞
の
美
酒
を
捧
さ
げ
て
清
風
江
月
に
対
す
る
が
、

本
能
の
満
足
に
適
へ
る
か
。
後
者
の
前
者
よ
り
も
自
由
な
る
が
た
め
に
非
ず
や
。

彼
に
は
桎
梏
あ
り
、
此
に
は
こ
れ
な
き
が
た
め
に
非
ず
や
。
何
が
故
に
慈
善
に

狂
す
る
よ
り
も
、
佳
人
と
携
へ
て
名
手
の
楽
を
聴
く
が
、
本
能
の
満
足
に
適
へ

り
や
。
彼
に
は
束
縛
あ
り
。
此
に
は
自
由
あ
る
が
た
め
に
非
ず
や
。

然
ら
ば
高
山
君
は
何
等
の
根
拠
に
基
き
て
、
か
ゝ
る
自
由
の
本
能
の
満
足
を
以

て
美﹅
的﹅
生﹅
活﹅
と
呼
べ
る
か
。
ニ
イ
チ
エ
は
以
為
ら
く
。
余
に
向
て
は
余
が
美
し

と
思
惟
し
能
ふ
も
の
ゝ
み
美
な
り
。
余
が
官
能
に
媚
び
余
が
自
我
心
に
服
従
す

る
も
の
ゝ
み
美
な
り
。
世
間
一
般
の
煩
瑣
な
る
芸
術
の
法
則
の
如
き
、
余
に
於

て
何
か
あ
ら
む
と
。

高
山
君
の
本
能
の
満
足
を
以
て
、
美

的

生

活

と
呼
べ
る
所
以
は
、
ニ
イ
チ
エ
が

こ
の
語
を
知
ら
ざ
る
も
の
ゝ
解
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
所
な
ら
む
。

高
山
君
は
、
何
が
故
に
戮

力







を
要
し
て
成
れ
る
道
徳
を
以
て
虚
偽
な
り
と
な

し
、
悪
心
あ
る
も
の
と
な
せ
る
か
。
ニ﹅
イ﹅
チ﹅
エ﹅
（dasschlechte

G
ew

issen

）

を
知
ら
ざ
る
も
の
は
、
ま
た
こ
の
意
義
を
解
す
る
こ
と
を
得
じ
。
（
拙
著
ニ
イ

チ
エ
と
二
詩
人
参
照
）

高
山
君
は
、
智
識
道
徳
を
以
て
相
対
的
価
値
あ
る
も
の
と
な
し
、
本
能
を
以
て

絶
対
的
価
値
を
有
す
る
も
の
と
な
せ
り
。
ニ﹅
イ﹅
チ﹅
エ﹅
、
一﹅
切﹅
の﹅
も﹅
の﹅
凡﹅
べ﹅
て﹅
許﹅

さ﹅
る﹅
」
の
警
語
は
、
明
か
に
同
様
の
意
義
を
表
す
る
も
の
に
非
ず
や
。

高
山
君
の
論
を
読
む
も
の
は
、
ま
た
そ
の
論
の
ニ﹅
イ﹅
チ﹅
エ﹅
な
る
を
忘
る
べ
か
ら

ず
。

吾
等
は
「
美
的
生
活
論
」
を
読
み
て
、
徹
頭
徹
尾
賛
同
の
意
を
表
す
る
も
の
な

り
。
今
日
の
世
は
実
に
科
学
万
能
の
世
な
り
、
智
識
全
権
の
世
な
り
、
倫
理
教

育
全
盛
の
時
代
な
り
、
而
し
て
人
間
固
有
の
本
能
殊
に
自
由
な
る
本
能
を
蔑
視

す
る
時
代
な
り
。
か
ゝ
る
世
に
向
て
「
美
的
生
活
論
」
を
標
榜
し
、
大
に
人
生

本
能
の
発
達
満
足
を
説
く
。
豈
に
偉
な
ら
ず
や
。

読
売
新
聞
の
長
谷
川
天
渓
君
が
、
「
美
的
生
活
論
」
に
対
す
る
批
評
は
、
要
す

る
に
高
山
君
の
ニ﹅
イ﹅
チ﹅
エ﹅
の
本
能
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
天
渓
君
ま
た
問
ふ
て

3



曰
く
、
色
情
の
奴
隷
が
異
性
を
追
い
廻
す
も
亦
美
的
生
活
な
る
か
と
。
吾
等
は

以
為
ら
く
然
り
、
そ
が
人
間
自
由
の
本
能
を
満
足
せ
し
む
る
に
限
り
美
也
と
。

高
山
君
の
美
的
生
活
論
を
解
せ
む
と
思
は
む
者
は
、
ま
た
ニ﹅
イ﹅
チ﹅
エ﹅
を
解
せ
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
ニ﹅
イ﹅
チ﹅
エ﹅
、
道﹅
徳﹅
そ﹅
の﹅
者﹅
を﹅
以﹅
て﹅
個﹅
人﹅
の﹅
権﹅
能﹅
を﹅
満﹅
足﹅
せ﹅
し﹅
む﹅

る﹅
も﹅
の﹅
と﹅
思﹅
惟﹅
せ﹅
る﹅
人﹅
﹅々
を﹅
指﹅
さ﹅
し﹅
て﹅
言﹅
へ﹅
る﹅
も﹅
の﹅
と﹅
解﹅
す﹅
る﹅
を﹅
得﹅
べ﹅
か﹅
ら﹅
ざ﹅

る﹅
か﹅
。
ニ
イ
チ
エ
が
智
識
及
道
徳
を
罵
れ
る
は
、
知
識
道
徳
そ
の
者
を
憎
む
に

非
ず
し
て
、
知
識
及
道
徳
が
人
類
本
来
の
自
由
の
本
能
及
威
力
の
意
志
を
圧
倒

す
る
が
為
な
り
。
さ
れ
ば
学
者
及
道
徳
家
に
し
て
、
そ
の
知
識
及
道
徳
に
絶
対

的
価
値
を
賦
与
し
、
自
か
ら
威
武
も
屈
す
る
能
は
ず
、
富
貴
も
淫
す
る
能
は
ざ

る
大
勇
猛
心
を
有
す
る
に
至
ら
ば
、
其
威
力
の
意
志
は
、
芸
術
家
の
そ
れ
と
毫

も
異
な
る
所
な
し
。
之
を
美
的
生
活
と
い
ふ
、
何
の
妨
か
あ
ら
む
。
ニ
イ
チ
エ

曰
く
、
芸
術
（K

unst

）
は
能
ふ
（
〔K

o:nnen
〕
）
の
語
よ
り
出
づ
、
さ
れ
ば

芸
術
家
の
誇
る
べ
き
は
、
自
己
の
技
能
の
い
か
ば
か
り
大
な
る
か
を
自
識
す
る

所
に
存
す
。
そ
の
製
作
品
の
、
自
己
及
他
人
の
為
に
愉
快
な
る
か
否
や
は
問
ふ

を
要
せ
ざ
る
所
な
り
と
。
道
徳
家
及
学
者
の
こ
れ
と
同
様
な
る
信
念
を
有
し
、

同
様
な
る
精
進
を
な
す
に
至
れ
ば
、
之
を
以
て
美
的
生
活
な
り
と
い
ふ
可
な
ら

ん
か
。
高
山
君
の
謂
ふ
所
を
以
て
、
ニ
イ
チ
エ
の
説
に
配
す
れ
ば
、
論
の
趣
く

所
実
に
此
の
如
く
な
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
也
。

新
文
芸
記
者
は
、
能

力

の

自

覚

を
以
て
、
美
的
生
活
に
到
達
す
る
方
便
な
り
と

な
し
、
縷
々
数
千
言
を
費
や
し
、
例
を
古
今
東
西
に
引
用
し
、
そ
の
論
を
明
か

に
せ
り
。
吾
等
に
し
て
誤
る
な
く
ん
ば
、
記
者
が
能
力
自
覚
説
は
期
せ
ず
し
て

ニ
イ
チ
エ
が
威
力
の
意
志
説
と
符
節
を
合
す
る
が
如
し
。
非
乎
。
天
渓
君
の
提

供
せ
る
幾
多
の
質
問
は
、
以
上
の
論
を
以
て
凡
べ
て
解
釈
せ
ら
る
べ
き
を
信
ず
。

之
を
要
す
る
に
美
的
生
活
論
は
、
近
来
最
も
痛
快
な
る
論
文
な
り
。
唯
本﹅
能﹅
と

い
ひ
、
悪﹅
心﹅
と
い
ひ
、
美﹅
的﹅
と
い
ふ
が
如
き
用
語
例
の
、
頗
る
従
来
の
意
義
と

相
異
な
れ
る
が
為
に
、
幾
多
読
者
の
、
そ
の
真
意
を
解
す
る
に
至
ら
ず
、
為
め

に
批
評
家
等
の
誤
解
を
来
た
し
、
彼
等
を
し
て
敵
な
き
に
矢
を
放
た
し
む
る
に

至
り
た
る
が
如
き
は
、
吾
等
窃
か
に
高
山
君
の
為
に
遺
憾
と
す
る
所
な
り
。

吾
等
が
美
的
生
活
論
に
対
す
る
卑
見
は
、
実
の
此
の
如
し
。
若
し
不
幸
に
し
て
、

高
山
君
の
真
意
は
茲
に
あ
ら
ず
し
て
、
他
に
存
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
読
者
は
吾

等
の
卑
見
を
以
て
、
吾
等
が
美
的
生
活
論
と
思
惟
せ
む
も
妨
な
し
。
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